
資料２



３ 議事
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（４）橋桁の色彩案

（５）橋梁付属物等のデザイン案



（２）(仮称)新小谷木橋の工事工程



一般国道397号小谷木橋工区の事業概要

事業概要図

計画概要 標準断面図（一般部）

1,420m

一般部 6.5(16.5)m

橋梁部 6.5(15.0)m

第３種第２級

60km/h

H24 - 36

8,460百万円

計画延長

計画
幅員

道路の区分

設計速度

事業期間

全体事業費

1,420m

一般部 6.5(16.5)m

橋梁部 6.5(15.0)m

第３種第２級

60km/h

H24 - 36

8,460百万円

計画延長

計画
幅員

道路の区分

設計速度

事業期間

全体事業費
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承認番号 平22業使、第214-26939号



（仮称）新小谷木橋の計画概要

橋梁断面図

橋梁側面図

名称

延長（m） 597.0

上部工
鋼10径間連続
合成２主鈑桁

下部工
逆T式橋台（杭基礎）

壁式橋脚（杭基礎、ケーソン基礎）

（仮称）
新小谷木橋

構造名称

延長（m） 597.0

上部工
鋼10径間連続
合成２主鈑桁

下部工
逆T式橋台（杭基礎）

壁式橋脚（杭基礎、ケーソン基礎）

（仮称）
新小谷木橋

構造橋梁計画

Ａ１ Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６ Ｐ７ Ｐ８ Ｐ９ Ａ２

至

水
沢
市
街
地

至

大
船
渡
市

標準断面図（橋梁部）

（仮称）新小谷木橋 橋長597.0m

※「（仮称）新小谷木橋」は、以下、「新小谷木橋」と表記する。
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社会資本の復旧・復興ロードマップ

・東日本大震災津波からの復旧・復興事業に関する進捗状況等を定期的に提供
・平成29年４月27日版で小谷木橋工区の平成32年度完成予定を公表

H32
供用予定一般国道397号

小谷木橋工区

（２）-３



新小谷木橋の工事工程（予定）

Ａ１ Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６ Ｐ７ Ｐ８ Ｐ９ Ａ２

完成
(H27-H28)

工事中
(H28-H29)

※ Ｐ４、Ｐ６、
Ｐ８、Ａ２は
H29工事
着手予定

新小谷木橋 橋長597.0m

（２）-４

至

大
船
渡
市

至

水
沢
市
街
地

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33～

新小谷木橋
（下部工）

新小谷木橋
（上部工）

埋蔵文化財
発掘調査

道路改良
舗装

旧橋撤去
（小谷木橋）

製作

年度
区分

H27.11.19

安全祈願祭

P1、P２、P3 A1、P5、P7、P9 P4、P6、P8、A2

架設 床版 舗装等

杉の堂遺跡

詳細デザイン検討委員会（H28.12～H29.７（予定））

（工事発注手続）

上部工工事（H29.12着手（予定））

新
小
谷
木
橋
供
用
開
始

【H32】

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33～

新小谷木橋
（下部工）

新小谷木橋
（上部工）

埋蔵文化財
発掘調査

道路改良
舗装

旧橋撤去
（小谷木橋）

製作

年度
区分

H27.11.19

安全祈願祭

P 1、P２、P3 A 1、P5、P7、P9 P 4、P6、P8、A2

架設 床版 舗装等

杉の堂遺跡

詳細デザイン検討委員会（H28.12～H29.７（予定））

（工事発注手続）

上部工工事（H29.12着手（予定））

新
小
谷
木
橋
供
用
開
始

【H32】

上部工施工計画等の
見直し（H34⇒H32
完成予定）



（３）委員会のスケジュール



段階
計画・設計
（概略）

計画・設計
（詳細）

年度 H22-H23 H24 H28-H29 H30-H31頃

検討
内容

・景観形成の基本方針等
・周辺景観に調和した橋梁
形式（桁橋）
・橋梁計画の方向性
（バルコニー、橋詰広場）

・景観形成の基本方針や
住民意見等を反映した橋梁
本体構造

・景観形成の基本方針や
住民意見等を反映した
橋梁詳細デザイン
【検討事項】
○橋桁の色彩
○防護柵、橋梁照明等の
橋梁付属物の詳細デザイン

・新小谷木橋周辺の生活
空間
【検討事項】
○バルコニーの詳細構造
○橋詰広場の詳細構造

検討
体制

・景観検討委員会 ・詳細デザイン検討委員会
・詳細デザイン検討委員会
ワークショップ

・詳細デザイン検討委員会 （別途検討）

工事段階
計画・設計
（概略）

計画・設計
（詳細）

年度 H22-H23 H24 H28-H29 H30-H31頃

検討
内容

・景観形成の基本方針等
・周辺景観に調和した橋梁
形式（桁橋）
・橋梁計画の方向性
（バルコニー、橋詰広場）

・景観形成の基本方針や
住民意見等を反映した橋梁
本体構造

・景観形成の基本方針や
住民意見等を反映した
橋梁詳細デザイン
【検討事項】
○橋桁の色彩
○防護柵、橋梁照明等の
橋梁付属物の詳細デザイン

・新小谷木橋周辺の生活
空間
【検討事項】
○バルコニーの詳細構造
○橋詰広場の詳細構造

検討
体制

・景観検討委員会 ・詳細デザイン検討委員会
・詳細デザイン検討委員会
ワークショップ

・詳細デザイン検討委員会 （別途検討）

工事

委員会の検討内容

・新小谷木橋は、地域のシンボルとなる重要なインフラであることから、計画・設計時点から
景観検討委員会等を設置して橋梁構造等の検討を実施
・本委員会では、これまでの検討内容を踏まえ、景観形成の基本方針や住民意見等を反映した
橋桁の色彩や橋梁付属物等の橋梁詳細デザインを検討
・新小谷木橋周辺の生活空間（バルコニー、橋詰広場）は後年度に別途検討

計画・設計から完成まで住民協働等による検討を継続

完成後も住民協働等により良好な景観とインフラを維持管理

（３）-１



委員会のスケジュール

 日時：平成29年７月開催予定

 内容：橋桁の色彩および橋梁付属物等のデザインの決定

 日時：平成29年６月開催予定

 内容：第２回委員会の意見を踏まえた橋桁の色彩案および橋梁付属物等の

デザイン案の検討

 日時：平成29年５月30日（火） 14：30～16：00（予定）

 場所：奥州地区合同庁舎第2会議室

 内容：橋桁の色彩案および橋梁付属物等のデザイン案の検討

第２回

 日時：平成28年12月22日（木） 15：00～16：00

 場所：奥州地区合同庁舎第2会議室

 内容：事業計画と現在の進捗状況／委員会の検討内容とスケジュール／

橋桁の色彩の方向性

第１回

第３回

第４回

（３）-２



第２回委員会の検討内容

【橋桁の色彩案および橋梁付属物等のデザイン案の検討】
①外部景観
・沿道利用者や地域住民等が道路敷地外から道路を周辺景観とともに眺める景観

⇒橋梁本体（橋梁形式、下部構造等）・・・H24検討済
橋桁の色彩・・・（４）橋桁の色彩案で検討

②内部景観
・車両の運転手や同乗者、歩行者等が道路敷地内からその道路を含めて眺める景観

⇒橋梁防護柵、橋梁照明等 ・・・（５）橋梁付属物等のデザイン案で検討

内部景観のイメージ外部景観のイメージ

（３）-３



（４）橋桁の色彩案



橋桁の色彩選定のコンセプト（第１回委員会の結果）

【配色方法】

① 同質性配色（同一・類似型）：周囲となじみ、調和する効果

⇒ 背景となる豊かな自然にとけこむように調和する色

② 異質性配色（対比型）：対象物をきわだたせる効果

⇒ 背景となる豊かな自然と対比し際立つ色

（４）-１

新小谷木橋の基本コンセプトおよび奥州市景観計画に合致する配色方法

「河川空間および遠方の山並みの風景と調和した橋」

背景となる豊かな自然にとけこむように調和する色

◆新小谷木橋の基本コンセプト

◆新小谷木橋の桁橋の色彩選定のコンセプト

「橋桁の色彩は、周辺環境に調和したものとする」

◆「奥州市景観計画（平成26年４月）」

【北上川に架かる橋梁の整備方針】



橋桁の色彩選定手順（第１回委員会の結果）

１．周辺の環境色の調査
・現場写真等から土壌や植物等の色彩情報を収集

２．収集した色彩情報の整理
・架橋位置周辺の色彩情報を整理

・色彩選定のコンセプトに合う方向性の分析

３．橋桁の色彩の方向性の決定

４．橋桁の色彩候補案の選定

５．橋桁の色彩候補案の評価

６．橋桁の色彩の決定

第１回委員会で検討

【新小谷木橋の色彩選定のコンセプト】

背景となる豊かな自然にとけこむように調和する色

第２回委員会で検討

第３回以降の委員会
で検討

（４）-２



橋桁の色彩の方向性（第１回委員会の結果）

・新小谷木橋は河川内の樹木と空の境界付近に架かるイメージ

・緑豊かな遠方の山並みの風景と調和を考慮

・落葉後は明度が低い傾向

新小谷木橋周辺の環境色に調和したやや明度の低い黄緑色～緑色

◆橋桁の色彩の方向性

（色彩の範囲：色相（0GY～7.5G）、明度（2.5～5.0））

新小谷木橋の
色彩の範囲

新小谷木橋の架橋イメージ

（４）-３



第１回委員会の意見

【第１回委員会の意見（色彩関係）】
・周辺景観から際立たせるのではなく、なじませていくという考え方
は橋などの大きな構造物に対しては適切。
・周辺景観になじんだ形で大きな構造物ができることにより、将来的
に周りに建ってくる建築物や建造物もそれに準ずる形となり、自ずと
質の高い景観になっていく。
・構造物周辺の緑の変化が四季折々あるので、そこに濃い色を塗って
しまうといかにも塗ったような色彩となり、周辺景観になじまない。
・少しグレーが入った地味な感じの色彩にするのが上品にまとまる。
・色彩を考える時に、「色相」と「明度」だけでなく、鮮やかさの
度合いである「彩度」を考慮しなければ、周辺景観になじませるのは
難しい。

（４）-４

「彩度」を考慮して

橋桁の色彩を再整理



彩度を考慮した橋桁の色彩

【彩度を考慮した橋桁の色彩の範囲】

・彩度は「公共事業における色彩・デザイン指針」の公共事業

の推奨色を参考に0～2.5の範囲で設定

・公共事業の推奨色は彩度が低く、明度も低いと暗い印象を

与えることから、新小谷木橋の架橋位置周辺の色彩傾向を考慮

して明度の範囲を拡大（2.5～5.0⇒2.5～7.0）

※ 出典：公共事業における色彩・デザイン指針（平成27年12月 国土交通省中部地方整備局）

（４）-５

新小谷木橋周辺の環境色に調和したやや明度の低い黄緑色～緑色

◆彩度を考慮した橋桁の色彩

(色彩の範囲：色相(0GY～7.5G)、明度(2.5～7.0)、彩度(0～2.5))

明度・彩度の推奨範囲

彩度の範囲を
0～2.5で設定

耐候性鋼材

現在の小谷木橋
（橋桁）

現在の小谷木橋
（高欄）

耐候性鋼材

現在の小谷木橋
（橋桁）

現在の小谷木橋
（高欄）

明度の範囲を
2.5～5.0⇒2.5～7.0に拡大

明度-色相関係彩度-色相関係

色彩の範囲



橋桁の色彩の候補色 （４）-６

【公共事業に求められる色彩】

・大規模性、永続性、公益性、不可逆性といった公共事業の特質を考慮して、自然環境や生活

環境に融和する秩序ある色彩であることが求められる（コミュニティ色）

【橋桁の色彩の候補色選定の考え方】

・伝統的な色彩は、長い時間をかけて定着したコミュニティ色として、気候風土や生活感覚に

融和する色彩

⇒「日本の伝統色」から候補色を選定

※ 出典：公共事業における色彩・デザイン指針（平成27年12月 国土交通省中部地方整備局）

生活における色彩の構造

公共事業に
求められる色彩
(コミュニティ色)

「日本の伝統色」から選定
◆橋桁の色彩の候補色



橋桁の色彩候補案① （４）-７

【橋桁の色彩候補案の選定】

・橋桁の色彩の範囲：色相（0GY～7.5G）、明度（2.5～7.0）、彩度（0～2.5）

・色彩の範囲に該当する「日本の伝統色」※は７色

色彩の範囲に該当する「日本の伝統色」

※ 出典：DICカラーガイドシリーズ・日本の伝統色 第８版（DIC㈱）

番号 系統色名 DIC-N 明度 彩度 色見本

1 老緑 おいみどり 暗い灰黄緑 823 0.5 GY 4.6 2.1

2 老竹色 おいたけいろ 灰黄緑 821 5.1 GY 5.6 2.3

3 裏葉色 うらはいろ 明るい灰緑 855 8.3 ＧＹ 7 2.4

4 利休鼠 りきゅうねず 緑みの灰色 953 9.7 GY 5.8 1.1

5 灰緑 はいみどり 明るい灰緑 857 0.8 Ｇ 6.2 2.3

6 千草鼠 ちぐさねず 灰緑 858 1.7 G 5.1 2.3

7 錆青磁 さびせいじ 明るい灰緑 856 3.4 Ｇ 7 1.8

慣用色名 色相番号 系統色名 DIC-N 明度 彩度 色見本

1 老緑 おいみどり 暗い灰黄緑 823 0.5 GY 4.6 2.1

2 老竹色 おいたけいろ 灰黄緑 821 5.1 GY 5.6 2.3

3 裏葉色 うらはいろ 明るい灰緑 855 8.3 ＧＹ 7 2.4

4 利休鼠 りきゅうねず 緑みの灰色 953 9.7 GY 5.8 1.1

5 灰緑 はいみどり 明るい灰緑 857 0.8 Ｇ 6.2 2.3

6 千草鼠 ちぐさねず 灰緑 858 1.7 G 5.1 2.3

7 錆青磁 さびせいじ 明るい灰緑 856 3.4 Ｇ 7 1.8

慣用色名 色相



1
老緑:0.5GY4.6/2.1

2
老竹色:5.1GY5.6/2.3

3
裏葉色:8.3GY7.0/2.4

4
利休鼠:9.7GY5.8/1.1

5
灰緑:0.8G6.2/2.3

6
千草鼠:1.7G5.1/2.3

7
錆青磁:3.4G7.0/1.8

色見本

おいみどり

おいたけいろ

うらはいろ

りきゅうねず

はいみどり

ちぐさねず

さびせいじ

1
老緑:0.5GY4.6/2.1

2
老竹色:5.1GY5.6/2.3

3
裏葉色:8.3GY7.0/2.4

4
利休鼠:9.7GY5.8/1.1

5
灰緑:0.8G6.2/2.3

6
千草鼠:1.7G5.1/2.3

7
錆青磁:3.4G7.0/1.8

色見本

おいみどり

おいたけいろ

うらはいろ

りきゅうねず

はいみどり

ちぐさねず

さびせいじ

橋桁の色彩候補案② （４）-８

【橋桁の最終色彩候補案の選定】

・周辺景観との融和を考慮して色彩候補案７色の色相両端を除外

・最終色彩候補案５色の色彩サンプル（90cm×90cm以上）を作成し現地確認で色彩を決定

橋桁の最終色彩候補案

最終色彩候補案５色の色彩サンプルを作成

現地確認で採用する色彩を決定(第３回委員会)

彩度-色相関係明度-色相関係 最終色彩候補案



外部景観のイメージパース① （４）-９

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 老緑（おいみどり）

系統色名 暗い灰黄緑
色相 0.5GY
明度 4.6
彩度 2.1

橋桁の色彩の候補色１

慣用色名 老緑（おいみどり）

系統色名 暗い灰黄緑
色相 0.5GY
明度 4.6
彩度 2.1

橋桁の色彩の候補色１



外部景観のイメージパース② （４）-10

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 老竹色（おいたけいろ）

系統色名 灰黄緑
色相 5.1GY
明度 5.6
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色２

慣用色名 老竹色（おいたけいろ）

系統色名 灰黄緑
色相 5.1GY
明度 5.6
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色２



外部景観のイメージパース③ （４）-11

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 裏葉色（うらはいろ）

系統色名 明るい灰緑
色相 8.3GY
明度 7
彩度 2.4

橋桁の色彩の候補色３

慣用色名 裏葉色（うらはいろ）

系統色名 明るい灰緑
色相 8.3GY
明度 7
彩度 2.4

橋桁の色彩の候補色３



外部景観のイメージパース④ （４）-12

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 利休鼠（りきゅうねず）

系統色名 緑みの灰色
色相 9.7GY
明度 5.8
彩度 1.1

橋桁の色彩の候補色４

慣用色名 利休鼠（りきゅうねず）

系統色名 緑みの灰色
色相 9.7GY
明度 5.8
彩度 1.1

橋桁の色彩の候補色４



外部景観のイメージパース⑤ （４）-13

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 灰緑（はいみどり）

系統色名 明るい灰緑
色相 0.8G
明度 6.2
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色５

慣用色名 灰緑（はいみどり）

系統色名 明るい灰緑
色相 0.8G
明度 6.2
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色５



外部景観のイメージパース⑥ （４）-14

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 千草鼠（ちぐさねず）

系統色名 灰緑
色相 1.7G
明度 5.1
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色６

慣用色名 千草鼠（ちぐさねず）

系統色名 灰緑
色相 1.7G
明度 5.1
彩度 2.3

橋桁の色彩の候補色６



外部景観のイメージパース⑦ （４）-15

一級河川
北上川

外部景観のイメージ
慣用色名 錆青磁（さびせいじ）

系統色名 明るい灰緑
色相 3.4G
明度 7
彩度 1.8

橋桁の色彩の候補色７

慣用色名 錆青磁（さびせいじ）

系統色名 明るい灰緑
色相 3.4G
明度 7
彩度 1.8

橋桁の色彩の候補色７



（５）橋梁付属物等のデザイン案



主要な景観要素となる橋梁付属物

【橋梁内からの景観（内部景観）】

・内部景観は、車両の運転手や同乗者、歩行者等の道路利用者が、道路敷地内からその道路を

含めて眺める景観

・山・川等の遠景や沿道建築物等の道路敷地外の要素と、道路の線形や橋梁付属物等の道路敷

地内の要素が主要な景観要素

⇒主要な景観要素となる主な橋梁付属物：橋梁防護柵、橋梁照明

橋梁防護柵

橋梁照明

（５）-１

内部景観のイメージ



橋梁付属物の景観への配慮事項

【内部景観の種類 】

①シークエンス景観（視点の移動により連続して変化する景観）

・道路利用者の移動等に伴い、景観は流れるように連続して認識される

⇒一般部：橋梁付属物の形状や色彩が景観に影響（細部はあまり対象とならない）

②シーン景観（固定的な視点からの景観）

・道路上での歩行者の休憩等に伴い、景観は固定的に認識される

⇒橋上バルコニー部：橋梁付属物の形状や色彩に加えて細部デザインが景観に影響

（５）-２

橋上
バルコニー部

橋上
バルコニー部

一級河川
北上川

至 大船渡市

至 水沢市街地 Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ａ２

橋梁付属物の景観への配慮事項

一般部

一般部

一般部

区分 内部景観 配慮事項

一般部
シークエンス

景観
形状
色彩

橋上
バルコニー部

シーン
景観

形状
色彩

細部デザイン

区分 内部景観 配慮事項

一般部
シークエンス

景観
形状
色彩

橋上
バルコニー部

シーン
景観

形状
色彩

細部デザイン



橋梁付属物のデザイン方針案

【新小谷木橋の基本コンセプト】

河川空間および遠方の山並みの風景と調和した橋

【橋梁付属物のデザイン方針】

＜共通（一般部、橋上バルコニー部）＞

①シンプルな形状（付加的な装飾の抑制）

・構造的・機能的に必要最低限の部材で構成されたシンプルな形状とする

（地域イメージの直接的な表現（レリーフの設置等）等の付加的な装飾は避ける）

②透過性に配慮

・緑豊かな自然景観を有する北上川の水辺空間、焼石岳をはじめとする遠方の山並みなどの

良好な周辺景観の眺望を考慮して透過性の高い形式とする

③色彩を統一

・良好な連続的道路景観を形成するため色彩を統一する

＜橋上バルコニー部＞

④地域の伝統産業である鋳物を一部活用

・橋上バルコニー部は材質や細部のデザインが景観に影響するため、細部デザインの一部に

地域の伝統産業である鋳物を活用する

（５）-３



橋梁防護柵のデザイン案 （５）-４

縦桟構造のイメージ

横桟構造のイメージ

【橋梁防護柵の形状】

・シンプルな形状で道路縦断方向に伸びるビーム等が滑らかに連続したビーム型防護柵を採用

・周辺景観の眺望を考慮して透過性に配慮した横桟構造を採用

縦桟構造に比べて
横桟構造の透過性

が高い



橋梁照明のデザイン案 （５）-５

【橋梁照明の形状】

・周辺景観における存在感に配慮してシンプルな形状の直線ポールを採用

・周辺景観の眺望を考慮して設置本数が少ない歩道内側-交互配置を採用

歩道内側-両側配置のイメージ

歩道内側-交互配置のイメージ 橋梁照明の配置計画

位置 配置 間隔 本数
交互 35m 18本

両側 45m 28本

交互 30m 20本

両側 40m 30本

歩道内側

歩道外側

位置 配置 間隔 本数
交互 35m 18本

両側 45m 28本

交互 30m 20本

両側 40m 30本

歩道内側

歩道外側



形式に応じて基本
とする色彩

塗装面が比較的小さい
付属物

塗装面が比較的大きい
付属物

地域特性 ガードパイプ形式の防護柵等 ガードレール形式の防護柵等

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

樹林地 ダークブラウン グレーベージュ

開放的で比較的明るい
色彩が基調な海岸部

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

開放的で比較的明るい
色彩が基調な田園地帯

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

ダークブラウン
ダークグレー

グレーベージュ
※　防護柵はガードパイプ形
式を基本とする

自然・
田園
地域

市街地

歴史的建造物の周辺や
歴史的街並みが形成されている
市街地

形式に応じて基本
とする色彩

塗装面が比較的小さい
付属物

塗装面が比較的大きい
付属物

地域特性 ガードパイプ形式の防護柵等 ガードレール形式の防護柵等

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

樹林地 ダークブラウン グレーベージュ

開放的で比較的明るい
色彩が基調な海岸部

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

開放的で比較的明るい
色彩が基調な田園地帯

ダークブラウン
グレーベージュ

グレーベージュ

ダークブラウン
ダークグレー

グレーベージュ
※　防護柵はガードパイプ形
式を基本とする

自然・
田園
地域

市街地

歴史的建造物の周辺や
歴史的街並みが形成されている
市街地

橋梁付属物の色彩案

ダークグレー
(10YR3.0/0.2)

グレーベージュ
(10YR6.0/1.0)

ダークブラウン
(10YR2.0/1.0)

（５）-６

【橋梁付属物の色彩】

・橋梁付属物の色彩は周辺景観の中で必要以上に目立たない塗装色とすることが原則

・良好な景観形成に配慮して地域の特性に応じた色彩を選定することが基本

・地域の伝統産業である鋳物（南部鉄器）をイメージした色彩を考慮

ダークグレー（10YR3.0/0.2）を採用

◆橋梁付属物の色彩

色彩選定の考え方



内部景観のイメージパース① （５）-７

ダークブラウン
(10YR2.0/1.0)

内部景観のイメージ

※ 橋梁照明：歩道内側-交互配置



内部景観のイメージパース② （５）-８

グレーベージュ
(10YR6.0/1.0)

内部景観のイメージ

※ 橋梁照明：歩道内側-交互配置



内部景観のイメージパース③ （５）-９

ダークグレー
(10YR3.0/0.2)

内部景観のイメージ

※ 橋梁照明：歩道内側-交互配置



道路付属物の色彩案 （５）-10

【良好な連続的道路景観形成のための色彩の統一】

・小谷木橋工区の道路付属物（防護柵、標識、視線誘導標等）の色彩は、橋梁付属物と整合を

図り、ダークグレー（10YR3.0/0.2）で統一

色彩のイメージ（一般国道４号平泉BP）

視線誘導標

橋梁防護柵

転落防護柵

標識

橋梁防護柵

標識

道路付属物を含めて色彩を

ダークグレー（10YR3.0/0.2）で統一



橋上バルコニーのデザイン案 （５）-11

【橋上バルコニーの景観】

・道路利用者が休憩や展望の空間として利用（シーン景観（固定的な視点からの景観））

・橋梁付属物の形状や色彩に加えて材質や細部のデザインが景観に影響

【橋上バルコニーの細部デザイン】

・良好な景観を阻害しないシンプルで透過性の高い形式を採用

・道路利用者の視点が集まる橋梁防護柵のトップレールに地域の伝統産業である鋳物を活用し

南部鉄器特有のデザイン（アラレ模様）を採用

橋上バルコニーの平面形状

橋上バルコニー橋上バルコニー

橋梁防護柵のトップレールを
南部鉄器特有のデザイン

（アラレ模様）

橋上バルコニーのイメージ


